
豊臣秀次展

玩具絵（加藤清正朝鮮攻の図）
（刈谷市中央図書館蔵）

震災復旧事務日誌
（刈谷市歴史博物館蔵）

豊臣秀次像（部分）
（瑞泉寺蔵・京都市歴史資料館寄託）

刈谷市の文化財保護行政に携わった佐藤峻吉氏の膨大
なコレクションは、現在、刈谷市中央図書館や名古屋市
博物館などに寄贈されています。それらの貴重な品々の
中から、歴史の面白さや晩年を過ごした刈谷北部の歴史
について知ることのできる資料を展示します。

日中戦争から太平洋戦争にかけての時期には、働き手や
食料、日用品などが不足し、地震による大きな被害も
生じ、人びとの暮らしは大きく変容しました。戦時下の
刈谷に生きた人びとがどのような生活を送ったのか、
刈谷市内に残された資料を中心に紹介します。

豊臣秀次は豊臣秀吉の甥で、秀吉の後に関白になりま
したが、最後は謀反の嫌疑をかけられ切腹、妻子のほと
んどは秀吉によって殺害されるという悲劇的な最期を
遂げます。本展覧会では、秀次の生涯をたどり、誤解
されがちな秀次の実像を探ります。また、秀次は刈谷を
含む尾張・三河地域を治めており、この地域に与えた
影響についても紹介します。

大名行列・山車祭、万燈祭、

野田雨乞笠おどりの3つの祭り

を中心に、実物の山車の展示や

万燈を担ぐ体験などをお楽しみ

いただけます。

刈谷の特徴的な3つの時代として

「刈谷の縄文時代」

「刈谷藩と城下町」

「刈谷発の近代化」をテーマに

刈谷の歴史を紹介します。

楽しみながら学ぶことが

できる、工作や講座などの

イベントを開催しています。

詳細は当館ホームページを

ご覧ください。




